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１．中間見直しの背景

２．就学前児童数

３．就学前児童数と保育所等利用申込者数等の推移

幼児期の教育・保育の量の見込みと確保方策に関する中間見直しの考え方

　「藤沢市子ども・子育て支援事業計画」を策定する際は、住民基本台帳の実績値に、ニーズ調査
の意向割合を乗じて推定値を算出しました。
　しかしながら、「就学前児童数は見込みよりも、より緩やかな減少であること」、「保育の利用意向
数は見込みを上回り、年々増えていること」から、推定値と実績値に乖離が生じました。
　つきましては、平成３０年度・３１年度については、実績値に基づき、推定値を見直します。

　計画推定値と実績の前年に対する割合のとおり、全体の微減傾向は変わりませんが、減少率が
推計より低い傾向にありますので、平成３０年度・３１年度の就学前児童数も計画策定時より多く
見込んでいます。

　平成２４年度と平成２５年度の利用申込率は、０．５％の増、平成２５年度と平成２６年度では
１．３％の増と年々増加し、平成２８年度と平成２９年度では２％の増となっており、平成３０年度・
３１年度もこの傾向は続くものと見込んでいます。ただし、表の下段にも記載していますが、平成
３０年４月入所申込数などを勘案し、再度精査していきたいと考えています。

　就学前児童数から割り出した申込者数を、今年度の年齢構成の割合で割り戻した数字が「量の
見込み」であり、就学前児童数に、利用申込率を乗じた数字が「確保方策」として、今回見直す、見
込み値です。


